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草
加
市
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
の

持
ち
去
り
防
止
対
策
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市
内

の
小
中
学
校
で
家
庭
か
ら
ア
ル
ミ
缶

を
持
ち
寄
り
学
校
で
回
収
す
る
試
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
実
施
す
る
考
え
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
き
ま
し
て
は
小
学

校
４
校
、
中
学
校
１
校
が
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
主
な
目
的
と
し
て

は
環
境
教
育
の
一
環
や
収
益
金
を
寄

附
等
に
活
用
す
る
と
い
う
２
点
で
す
。

　

学
校
で
行
い
ま
す
環
境
教
育
は
、

主
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
行
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
活
動
と
い
た
し

ま
し
て
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
含
め
ゴ

ミ
の
分
別
、紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

節
電
や
節
水
、
ク
リ
ー
ン
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
ま
し
て
も
、
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
重
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て

お
り
ま
す
が
、
各
学
校
が
実
態
に
応

じ
て
創
意
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一般質問から

　

中
川
の
郷
に
つ
い
て
、
入
所

や
通
院
の
施
設
と
し
て
漫
然
と

運
営
費
補
助
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、

更
な
る
発
展
を
。

　

「
中
川
の
郷
療
育
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
は
、
本
来
の
入
所
施
設

と
し
て
の
機
能
は
当
然
で
す
が
、
更

に
、
地
域
の
知
的
及
び
身
体
的
な
発

達
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
、
い

つ
で
も
安
心
し
て
診
療
・
訓
練
が
で

き
る
、
在
宅
発
達
障
害
児
・
者
の
総

合
的
な
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
々
に
と
っ
て
の
支
援
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
市
町
、
運
営
法

人
と
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
申
請
書
１
４
９
枚
中
、
申

請
月
日
の
無
記
載　

枚
、
目
的
無
記

５３

載　

枚
、
記
載
は
あ
る
も
の
の
具
体

１１
的
な
記
述
が
な
い
も
の　

件
、
転
記

１９

事
項
や
地
域
リ
ス
ト
に
印
が
な
い
も

の
な
ど
不
備
が
目
立
ち
、
危
機
管
理

の
点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
防
止
や
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
、
運
用
面
で
住
民
基
本
台
帳

の
大
量
閲
覧
を
規
制
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
の
実
施

予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

申
請
書
の
記
載
漏
れ
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
窓
口
で
の
チ
ェ

ッ
ク
を
強
化
し
徹
底
し
て
参
り
ま
す
。

大
量
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本

台
帳
法
で
「
何
人
も
不
当
な
目
的
以

外
に
使
用
す
る
以
外
に
は
閲
覧
を
申

請
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
問
題
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
全

国
的
な
問
題
と
し
て
、
全
国
連
合
戸

籍
事
務
協
議
会
を
通
じ
、
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
総
務
省
に
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
規
則
、
要
綱
等
を
検
討
す

る
中
で
、
申
請
時
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
な
ど
の
現
物
添
付
、
簿
冊
の
細

分
化
、
手
数
料
の
値
上
げ
等
い
た
だ

い
た
意
見
も
参
考
に
研
究
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

八
潮
駅
周
辺
に
交
番
が
で
き

る
よ
う
で
す
が
、
本
市
は
、
犯

罪
率
が
埼
玉
県
内
５
番
目
で
、
今
後

は
も
っ
と
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
警
察
署
を
誘
致
す

る
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
市

の
対
応
に
つ
い
て
、お
伺
い
し
ま
す
。

　

八
潮
駅
開
業
後
は
、
多
く
の

方
が
同
地
域
内
を
行
き
来
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
特
に
、
街
路
灯

の
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
防
犯

対
策
と
し
て
は
、
草
加
八
潮
地
区
防

犯
協
会
や
事
業
所
防
犯
協
議
会
等
の

組
織
と
の
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
各
「
自
主
防
犯
組

織
」
へ
の
支
援
、
育
成
及
び
連
携
の

強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、「
自
主
防
犯

組
織
連
絡
協
議
会
」
の
結
成
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
も
、

児
童
生
徒
が
安
全
に
つ
い
て
の
知
識

や
技
能
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
安
全

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
不
審
者
対
応

非
難
訓
練
の
実
施
、
複
数
下
校
の
徹

底
等
の
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
警
察
力
強
化
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

警
察
署
の
設
置
を
機
会
あ
る
ご
と
に

知
事
、
県
警
本
部
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
参
り
ま
す
。
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垳
川
と
葛
西
用
水
の
合
流
部

の
改
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
域
面
積
の
約　

パ
ー
セ
ン

２５

ト
の
雨
水
が
、
葛
西
用
水
を
流

下
し
垳
川
に
排
水
さ
れ
る
た
め
、
垳

川
改
修
・
葛
西
用
水
の
整
備
は
、
治

水
安
全
度
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

ま
す
。
垳
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
で
は
、
市
が
施
行
し
て

い
る
垳
三
郷
線
の
橋
梁
工
事
の
進
捗

を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
か
ら
、
工

１６

事
の
詳
細
設
計
に
着
手
し
、
引
き
続

き
垳
川
改
修
と
併
せ
、
既
存
水
門
の

撤
去
及
び
葛
西
用
水
と
の
合
流
部
の

工
事
等
を
進
め
、
平
成　

年
度
の
完

２０

成
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

た
め
、
市
と
し
て
も
、
足
立
区
に
接

続
し
て
い
る
市
道
７
０
７
４
号
線
を

始
め
、
関
連
整
備
に
つ
い
て
、
東
京

都
・
埼
玉
県
・
足
立
区
・
八
潮
市
の

４
者
に
よ
る
協
議
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
決
定
し
て
参
り
ま
す
。

QA
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垳
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と
葛
西
用
水
の
合
流
部
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改
修
に

つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
の
大
量
閲
覧
の
規
制

に
つ
い
て

重
症
心
身
障
害
児
施
設「
中
川
の
郷
」の
運

営
に
つ
い
て

環
境
教
育
に
つ
い
て

街
づ
く
り
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て

朝
田　

和
宏

渋
谷　

敏
男

　

開
発
許
可
等
の
権
限
委
譲
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、「
知
事
の
権
限

に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
町
村

に
対
し
、
開
発
許
可
事
務
に
係
る
権

限
委
譲
を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

権
限
の
委
譲
を
受
け
て
、
開
発
事

務
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

事
務
運
用
に
必
要
と
な
る
「
開
発
許

可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
」
及
び

「
条
例
施
行
規
則
」
更
に
、
審
査
基

準
等
を
盛
り
込
ん
だ
要
綱
、
要
領
の

制
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

許
可
事
務
を
実
際
執
行
す
る
場
合
に

適
切
な
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
人
材
の
育
成
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の

１８

開
発
許
可
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
平
成　

年
度
に
職
員
１

１７

名
の
埼
玉
県
へ
の
実
務
研
修
を
目
的

と
し
た
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
権
限
委
譲
に
伴
っ
て
事
務

の
運
用
に
必
要
と
な
る
許
可
等
に
関

す
る
条
例
や
施
行
規
則
等
を
制
定
す

る
に
あ
た
り
、
関
係
各
課
と
の
調
整

や
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
の
職
員
を

招
き
、
関
係
各
課
の
開
発
担
当
職
員

の
研
修
会
等
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

QA
開
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